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読んでいく速度、ページをめくる速度は、

それぞれのお話の流れにあわせましょ

う。また、ページをめくった瞬間は、聞き 

手は絵に集中するので、ひと呼吸、 

間をとってから読み始めましょう。 

 

 

 

 県立図書館では、学校などで

の読み聞かせの方法について

「よみきかせ相談会」を実施

しています。 

また、子ども室カウンターで

もご質問などをお伺いしてい

ます。 

春になって、子牛のはなこは山の牧場に行く。

はなこは、集まってきた子牛たちみんなを負

かして女王になると、威張り放題。ある日、

お百姓が持ってきたおいもとかぼちゃを独り

占め。すると翌朝、アドバルーンのように膨

らんでしまって・・・。ユーモラスな文とや

さしい色の絵がぴったりの絵本。 

いしいももこ／ぶん なかたにちよこ／え

福音館書店（約１０分）

春になり木の芽が開く頃、体を縮めたり伸

ばしたりして歩く虫がいる。シャクガの幼

虫シャクトリムシだ。いろんな色や模様の

シャクトリムシ、様々な隠れ方をするシャ

クトリムシを写真で紹介。文章が問いかけ

る場面は、聞き手の子どもたちにも質問し

て、答えてもらおう。 

フィツォフスキ／再話 内田莉莎子／訳 スズキコージ／画

 福音館書店（約 10 分）

ジプシーの若者が、けちんぼうな主人を見限って

旅にでると、途中で銀色の魚、鷲の子ども、蟻の

王さまに出会って助けてやる。やがてたどりつい

たある国で、「なんでも見える鏡」を持った王女か

ら隠れることができた者が王女の夫になれると聞

き、若者は名乗り出る。素朴でロマンチックな昔

話。大胆で力強い絵が読み聞かせにむく。 

福井県 図書館

新開孝／写真・文 ポプラ社（約 4 分） 

 


